令和５年度　事業計画
１　令和５年度の方向性
（１）基本理念として「将来にわたって継続・発展できる同窓会」を継承する。
（2） 同窓会の目的として
ア　会員相互の親睦を図ること
イ　地域の教育の発展に寄与すること　
ウ  静岡大学・教育学部を支援すること
２　重点施策（同窓会の目的を具現化するため）
（１）支部活動の充実・発展の基盤づくり
ア　支部活動の意義
・会員相互の親睦を図るとともに地域教育力向上に貢献
　　イ　現状と課題
　　　〇会長および副会長の支部訪問が再開され、支部からの要望を伺うことができた。
また、役員の皆様が、貴重な時間を割いて、事業や会員への働きかけに携わる場に立ち
会わせていただいた。（志太支部・静岡支部・磐周支部）
　　　〇同窓会ホームページを活用してくださる支部が増えてきた。
　　　〇支部を通してアンケートを実施したことで、課題が明確になってきた。
　　　△大人数の会の実施は難しく、各支部が苦労している。（コロナ禍での活動の困難さ）
△会員の高齢化と共に管理職及び中堅現職会員の減少、20歳代の現職会員の増加
　　　△現職会員による同窓意識の低下及び脱会意識の芽生え
　　ウ　課題解決に向けて
1 支部活動の継続・充実　＜組織力の向上＞＜意識の高揚＞
・支部単位での総会、役員会、講演会・たよりなどを実施し活動を継続
（同窓会員である良さを実感する組織づくり）　＜還元金の活用：一人210円＞
・地域教育力向上に向けた支部主催講演会の実施（会員以外にも参加をよびかけ）
（若手教職員の育成と地域教育力の向上）　　講演会等の開催＜３万円の補助＞
　　　　　研修会時に若手の活躍の場を設定することも考えたい。

・支部ＨＰの活用を通して同窓会の良さの実感と若手会員の育成
2 支部事業助成金制度の継続　<組織力の向上＞
・支部総会、研修会、懇談会などの事業に６万円以下を助成（実施報告書に基づいて）
　　目安　５０人以上・・・・・６万円、５０人未満・・・・４万円
・オンライン支部研修会も助成の対象
・機会が合えば、会長・副会長、事務局が出席
3 支部訪問の実施（本部役員との話し合い）
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※　◎は会長及び本部役員訪問（話し合い）、「交」は交流会、○は役員訪問
※　支部訪問は、支部の現状や課題等についての話合。（総会や講演会と併せての開催もある。）
※　令和２年度全学交流会静岡大会は「記念冊子」出版・令和３年度定期総会は書面表決
（２）静岡大学・教育学部への支援強化
ア　教育学部等との連携強化の意義
　・教官も学生も同窓会の宝（支援の輪の拡大）
　・学生部会の充実は将来の同窓会の根幹づくり
イ　現状と課題
　〇年２回の大学との協議会は予定通り開催され、教育学部の先生方も「教員志望者」が増加
　　　　するように、カリキュラムを工夫してくださっていることが分かった。
　　　〇教員採用試験に向けた面接指導（６月１次試験前のみ）例年より１０名以上多い希望者に
急遽講師を増員した。８月はコロナ感染症の感染拡大がみられて中止。
　　　　６月１１日　学生１３４名（講師１９名）　６月２５日　学生１３９名（講師１９名）
　　　〇学生代議員との話し合いは充実したものとなった。（２名参加）
　　　　また、学生代議員の定期総会への参加や「おおや」発送作業への参加もあった。

　　　〇大学職員から依頼されて教育学部主催の事業についてＨＰに掲載することが増えてきた。
　　　　学生からも依頼があり、サークル活動の紹介をＨＰに掲載し、連携が広まっている。

　　　〇昨年度教育学部が同窓会員に向けて実施した「ＯＢへのアンケート」の集計ができ、
同窓会誌「おおや」にも掲載することができ、教官との連携姿勢が高まった。

　　　△オープンキャンパス・キャンパスフェスタへの参加は見送られたが、次年度はぜひ実施
したい。（ギリギリまで開催について確認ができなかった）
高校生や保護者へ「教職の魅力をＰＲ」する活動にしていきたい。

△協議会で、大学での取り組みの具体を伺い、会員にも広げていきたい。
ウ　課題解決に向けて
1 令和５年度教員採用試験受験学生向け同窓会主催の「教採試験事前面接指導」を実施
・一次試験前２回（６月１０日・１７日）、二次試験前２回（８月９日・１０日）計４回実施
・講義室や指導時間を考え、平成３０年度から一次試験前面接指導は土曜日に実施。

・予算上、面接講師は１８名までとし、講師１人当たりの指導は８～１０名
・学部での教員採用ガイダンス講師の推薦・派遣（教職支援室の勤務者が担当）
2 附属学校・園との連携強化
・研究発表会への参加も再開した（ぜひ、学校からの参加もお願いしたい）
3 学部関係者と本部役員との協議会（第一回目は６月に第二回目は１１月に共に静大で実施）
実施内容をＨＰで広報する。

4 教員志望者を増やす取り組み
・学生への働きかけとともに、高校生や保護者の質問に応え、希望者を増やす
（若手教員や教職大学院への派遣者などがキャンパスフェスタ、オープンキャンパス等
に参加、相談会に参加などして、質問に応える）
5 同窓会誌「おおや」で「静大サークル活動」について学部生に執筆を依頼し、同窓会へ
の興味関心を高める
6 学生部会代表の学生との話し合いを実施し、学生からの新たな発信を促す
7 静岡大学全学交流会、リレーエッセイなどを通して、教育学部としての連携を深める
（令和５年５月２７日：関東、リレーエッセイ年２回～３回）
（３）同窓会誌「おおや」の充実
ア　同窓会誌「おおや」発行の意義
　・歴史ある同窓会誌「おおや」を通して同窓会員の活躍の紹介
　・同窓会誌「おおや」を活用した会員同士の絆づくり
イ　現状と課題
〇様々な立場にあわせ多岐にわたった誌面が構成できた。
〇人と人がつながる「おおや」になっている。
保護者から「娘に会員だよりを書かせたい」「継続して送って欲しい」等の声も。
卒業以来会うことがなかった同期同士で出会うきっかけとなった
〇編集後記で同窓会から伝えたいことをアピールできた。（さらに深めたい）
△現職の時にはなかなか見ていない。「おおや」を通して「大学を支える」意識を高めたい。
△対談なども入れていくといいかもしれない。（検討事項）
△同窓会員からの紙面構成上の要望や、紹介などの情報提供を会員からいただきたい。
ウ　課題解決に向けて
1 同窓会誌「おおや」66号は、24ページ（ＱＲコードの記載でＨＰ活用を促進）
2 「支部だより」は２ページ４支部を紹介、「会員だより」は例年どおり
3 「今と昔をつなぐ静大めぐり」「静大サークル活動」は、現在の大学の授業やキャンパスの
様子を広く会員の皆様に紹介
4 「多彩な同窓生」については、教育学部出身で大学や地域に貢献し活躍する同窓会員を紹介
5 ９月１日に発行（各支部へ8月25日ごろ発送予定）、学生終身会員には８月中旬に発送。
6 １０月半ばにＨＰに公開（各支部で配布が終了したころ）

・同窓会員誰もが興味関心を持つ情報誌の在り方を検討
・編集後記欄を設け、編集の意図や会員へのメッセージを発信する
※各支部から、会員の特色ある活動や著作本などを募集中。
（４）組織基盤強化に向けて
　　ア　組織の重要性
　　　・各支部活動の充実が同窓会の基盤
　　　・マンネリ化防止に向けた取り組み模索
　　　・同窓会員の年齢構成を考えた組織づくり
　　イ　現状と課題
　　　〇庵原支部が新たな価値でスタートできた。（富士支部・清水支部にそれぞれ編入）
　　　〇「組織財政検討委員会」の形に戻り、課題を整理することができた。
　　　　　特に会費徴収方法やその額について対応策を検討している。
　　　〇「名簿作成検討委員会」を設置し、名簿作成について検討することができた。
　　　　今日的な個人情報の問題と共に、前回の購入率や各支部での必要性などの観点から
　　　　作成は見送られた。
　　　△湖西支部の立ち上げに際して、話し合いが継続されている。順調なスタートを支援していく。

　　　△これまで同窓会をリードしてきたＯＢの高齢化に伴い、基盤を再構築
　　　△中堅層及び60歳前後の会員の同窓会に対する意識低下や不公平感
　　ウ　課題解決に向けて
　　　・令和５年度に湖西支部が設立される。浜松を中心に支援をしていく。
・令和４年度から「組織財政検討委員会」でアンケートを実施し、組織改善に向けて対策の
検討を始めた。（特に会費徴収方法について集約・検討をしている）
→　会員の皆様のご理解を得やすい方策にしていきたい
・組織基盤の確認のための名簿作成委員会を設置し、2024年度同窓会名簿を発行の有無に
ついて検討し、名簿の作成は見送られた。
→　県事務局で2014版に沿ってデータを処理し、各支部にデータとして配布予定。
（令和６年度を目途にすすめている）
　　　　→　各支部で名簿の整備をお願いしたい
（５）財政基盤の安定化に向けて
　　ア　将来に向けて安定した基盤づくり
　　　・会費納入減に伴う備蓄金の取り崩し増に対する改善策
　　　・各支部の会費集金状況の困難さとその打開策の検討
　　イ　現状と課題
　　〇還元金を昨年増額し、支部の活動を支援する。（還元金を増額したが送料などの経費が増大）
　△現職会員の会費についての課題は解決できず、組織財政検討委員会で検討を深めている。
　　　　アンケートでの指摘事項

　　　　・学生終身会費を納めた方と、毎年会費を納める方が共存する難しさ。
　　　　・学校勤務者だけが会費を徴収される不公平感がある。

　　　　・会費がどんなふうに活用されているかが周知されていない

　　　　　→面接指導などの形で、将来の教育を背負う学生への支援となっていることを知らせたい
　　　　　→各支部での研修や講演会への補助もあることを周知する。
　　・各支部（学校）での会費徴収への負担→「現職会員の終身会員制」の検討・会費の負担感
△各支部の財政の安定化の難しさ
ウ　課題解決に向けて
・支部事業での助成金を（コロナ終息後は）活用する
・会費徴収方法の見直しに沿って、今後の収支を見直していく

・経費削減に向けた事業等の見直し（本部事業の縮小精選：委員会の精選・メールの活用など）
（６）同窓会ホームページ活用
　　ア　情報化の重要性
・情報化やコロナ禍における有意義なＨＰの活用や会議の実施方法の検討
・各支部ＨＰを活用した会員同士の情報交換と支部会議等に充実
　　イ　現状と課題
〇ホームページのＱＲコードを様々な文書に付記することで、ＨＰへの関心が高まった。
　　　△必要な情報・同窓会の活動などの掲載をさらにすすめる。
　　ウ　課題解決に向けて
　　　・メールの活用により、（郵便物等の値上げ等の支出増に対する）経費削減への打開策
　　　　　→事務局と支部でのメール送受信を可能な限りすすめる

　　　・教育学部からの要請による情報発信をふやす（2021：アンケート・研修会の案内など）
・ホームページのＱＲコードを文書や「おおや」に付記し、アクセスしやすくすることで
　意識の高揚を図りたい。
３　その他
ア　米寿慶祝
　　　　平成２１年度から新方式による米寿慶祝を実施、今年度も継続。

　  　　・令和５年度慶祝者は、昭和30年３月卒業・修了者を中心に集計中（4月末日現在150名）
　　　　・祝詞の送付は令和５年６月～7月頃を目途に実施。

イ　各委員会活動
1 令和５年度　役員候補者推薦委員会　年２回実施
第１回：６月１９日(月)、第２回：９月２５日（月）、第３回：１１月２７日（月）
・委員長（理事）岩崎永二　　　副委員長（理事）森　雅宏
委　員（理事）大箸正巳（静岡）、中村元彦（高校）　　　　　　（副会長：佐野敬祥）
2 同窓会誌編集委員会　  随時行います。　
・同窓会誌「おおや」66号の編集を行うと共に10月からは67号の編集計画を作成。
・編集委員長（理事）林　のぶ　　副委員長（理事）片瀬惠子
編集委員（理事）川島広己、　倉澤眞澄、　長野恭江　　　　（副会長：小長井邦男）
　　
ウ　組織財政検討委員会　　
　　　・委員長（理事）倉澤庄次郎　　　副委員長（理事）大杉明彦
委　員（理事）鈴木万里子、鈴木良明、鈴木正美、　　　　　（副会長：佐野敬祥）
　　　　　
